
　今回の交流会では、多様な個性を持つ人たちが、一緒にニュースポーツを体験し楽

しむことにより、お互いを知り、理解、尊重しながら共生していく社会について考え

る機会をつくります。

・日時：　2023年3月19日（日）　13:00～16:00 (受付：12:40）
・会場：　子安市民センター　体育室

・定員：　30名（申込先着順）
・参加費：無料

主催：　八王子市市民活動支援センター

協力：　八王子市レクリエーション協会

スカットボール

　両チームが交互に、自チーム
の色のボールをスティックで打
ちます。
ボールをコースの穴に入れる
と、その穴に書かれた得点がチ
ームの得点となり、より多くの
得点を獲得したチームが勝ちと
なります。

ボッチャ

　パラリンピックの正式種目として
一躍有名になった競技。
ジャックボール（白）が1個、青と
赤のカラーボールがそれぞれ6個ず
つあります。
　ジャックボールから近い位置に、
どれだけ自分のチームの色のボール
を投げ、配置できるかを競います。

ラダーゲッター

　「ラダー」は「はしご」の意味。
両端に2個のボールがついた紐を
7.5m先のラダーに向かって投
げ、ラダーに紐が引っかかると得
点。ラダーは3段で、上から順に3
点、2点、1点の得点を獲得できま
す。日本レクリエーション協会考
案のニュースポーツです。

上で紹介したニュースポーツのほか
全５種目を体験する交流会を開催します

NO.113
2023.3.1

このQRコード
を読み込んで

申込みできます



「ニュースポーツ。まず、みんなで楽しんで」
八王子市レクリエーション協会　塩澤  廸夫さんに聞く

 　NPO法人「八王子市レクリエーション協会」（散田町2
－37‐2）は、生涯スポーツや生涯学習、子どもの健全育
成、福祉レクリエーション等を通して地域住民の健康と生

きがいづくりを支援しています。

　同協会が力を入れている事業のひとつに「ニュースポー

ツ」があります。ニュースポーツは、競技スポーツとは異

なり、レクリエーションの一環で健康づくりやコミュニケ

ーションを目的とし、いつでも、どこでも、誰でも気軽に

楽しめるゲーム性の高い身体運動で、年齢や体力に関係な

く自分のペースで取り組めるのがメリットです。種目も数

十種類にのぼると言われています。特に、ニュースポーツ

種目のひとつ「ボッチャ」が1988年パラリンピックの正式
種目に採用されると、ニュースポーツは多くの人々の注目

を集めました。

　

　2017年から八王子市レクリエーション協会の会長に就い
ている塩澤廸夫（みちお）さんは、4月早々に87歳の誕生日
をむかえる、この業界の重鎮です。40代の現役会社員時代
から、PTA会長、八王子市の教育委員、同市の子供会育成
団体連絡協議会および都の子ども会連合会副会長など、地

域住民の立場から子どもたちの健全育成をサポートする現

場で、多数の役職を歴任。50代になると、レクリエーショ
ン運動を推進する公認指導者の資格も取得しました。そん

な中、年々ニーズが高まっているのが「ニュースポーツ」

です。「１種目30分程度。場所を取らない種目も多いの
で、体育館で複数の種目を同時に行うことも可能。使用す

る道具も大人用、子ども用など各種あり、どんな依頼にも

対応できます」。

　レクリエーション協会で実技を指導する立場上、必要

とされる資格はほとんど取ったとのこと。その数、10や
20ではないと苦笑しました。現在、塩澤さんは市内の中
学校6校から声がかかり、毎週実技指導に通っています。
「子どもたちには先生と呼ばせず、『しおざわのじいち

ゃん』だと言うと、『しおじい』とあだ名され、以来、

名札にも『しおじい』と書いて親しんでもらっていま

す。街中でも『しおじい！』と声をかけられることがあ

るんですよ」と、顔をほころばせました。

　ニュースポーツの指導や講座開催で塩澤さんは東奔西

走の日々ですが、人気の種目として一番に挙がったのが

「ラダーゲッター」です。両端にボールがついた紐をラ

ダー（はしご）に向かって投げて引っ掛けるというも

の。引っ掛けるラダーの段によって点数を競います。ま

た、「スカットボール」もシルバー層に大人気。ゲート

ボールと同様のスティックを使い、的となる台の穴にボ

ールを入れます。直系122cm、重さ約1kgのボールを使っ
てヒット＆レシーブで点数を競う「キンボール」は、そ

のボールの大きさが目を惹きます。ただ、道具の扱いに

は注意が必要。「ボールがパンクしないように、実施前

には指輪やヘアピンなどの尖ったものは外してもらって

います」。ニュースポーツに必要な道具類は、市の経費

で支援してもらったものも多数。官民手を携えて市民の

心身の健康に尽力しています。塩澤さんは「365日休みな
し」の忙しさだそうですが、ボランティアで動くことが

多く、「せめて後輩たちには交通費等を」と訴えます。

　SDGsを標榜する今の世の中に倣い、運営の持続可能性
にも、周りは配慮する必要があると感じました。

●  活動内容：
（１）生涯スポーツの振興（心身の生きがいづくり）
（２）生涯学習への挑戦（成熟した文化社会の実現・地域コミュニティーの形成）
（３）自然と共生する野外活動の推進（自然環境を守り、維持する意識の高揚）
（４）福祉レクリエーションの振興
        （高齢者・こどもの健全育成・ホスピタリティの育成）
（５）遊びの城の運営
（６）障害者への支援
　　（ボランティアの育成、ゲーム指導など）
● 設立年月日：1972年12月4日
● 会員数：12000名

NPO法人 八王子市レクリエーション協会

　▲ニュースポーツの種目を紹介する塩澤さん。
　　お話しぶりから、競技の楽しさとともに奥深さを感じました。
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Q A

NPO法人

NPO
(任意団体)

「NPO」（Non-Profit Organization）とは、様々な社会や地域の課題解決のた
めに市民が中心となって取り組み、公益的な活動をすることを目的とする、ボラ
ンティア団体、市民活動団体です。事業で得た収益をメンバー個人の収益にはせ
ず、その活動目的としている社会貢献活動・事業に充てることになります。この
活動団体は自由に設立できる団体なので、自由に「NPO」「市民活動団体」と名
乗って活動できます。この任意団体である「NPO」として立ち上げるのであれ
ば、法的な手続きや届け出は必要ありません。（八王子市市民活動支援センター
へ登録すれば各種サポートを受けることができます。）

　一方、「NPO法人」は、特定非営利活動促進法（NPO法、1998年～）にもと
づいて法人となったNPOです。任意団体の（上記の）「NPO」の場合、不動産
の登記や契約などを代表者個人の名前でしか行えないため、団体と個人の資産の
区分が困難になります。NPO法人になると、法人の名（団体名）で契約を結んだ
り、土地の登記をしたり、団体自体が法人格を持ち権利義務の関係を処理するこ
とができます。社会的信頼度が上がるので、人やお金を集めやすくなります。
ただし、任意団体が自由に設立できるのに対して「NPO法人」を設立するために
は、担当の行政庁に申請をして設立の認証を受けることが必要です。認証後、登
記をして法人となります。このためには多くの書類を作成、提出しなければなり
ません。

特定非営利活動法人申請様式及び書式｜東京都生活文化スポーツ局 (tokyo.lg.jp)

　

八王子市市民活動支援センターではNPO法人設立のため、手続き書類作成相談や
伴走支援も行っています。どうぞ気軽にご相談ください。

2022年度も市民活動支援センターには市民活動に関する様々な相談が寄せられました。
その中から一例をご紹介します。

詳しくはお問い合わせください。npo802@shiencenter-hachioji.org
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 042-646-1577

基本講習会
個別相談会

14時～15時
15時～16時30分

3/11日㈯ 3/17日㈮ 3/26日㈰

個別相談会 個別相談会
基本講習会

初めて「はちコミねっと」を担当する方に向けた基本操作の講習会です。基本講習会

『はちこみねっと』基本講習会・個別相談会

「はちコミねっと」に公開するまでの不明なところを個別に説明します。
●管理画面へのログイン方法　●団体情報の変更方法　●イベント・活動レポートの書き方

個別相談会

市民活動支援センター2023年度『ロッカー』利用受付中！

・利用申込書に必要事項をご記入の上、市民活動支援センターへお持ちください。

・利用期間４月１日～年度末

◆センター登録団体が、印刷物・用紙・文具などの一時保管に利用できます。

・年間利用料：無料 ・申込み締切３月21日(火)

A1
Q1 NPO活動をしたいので団体を立ち上げたいのですが、手続きは？

NPOには、任意団体である「NPO」とNPO法人があります。くわしくは…
＆

（2022年度にご利用だった方も新たにお申込みください。）

市民活動を始めようとしている方に役立つ情報が満載です。

https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/houjin/npo_houjin/documents/form/
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22 「はちおうじＮＰＯマニュアル](改訂版）2023年3月中旬発刊予定！
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